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三沢市教育委員会 令和元年度 ５月定例会 
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【別紙】 

 

三沢市教育委員会 令和元年度 ５月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 議事案件 

 議案第 1号 県費負担教職員の交通事故・違反について 

 

第６ 報告案件 

 報告第２号 令和２年度三沢市重点事業要望について（教育関係） 

 

第７ その他 

 

第８ 閉会 
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開会   ９時５５分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、委

員会は成立いたします。 

ただ今から、令和元年度５月定例教育委員会

を開会いたします。 

お手元に配付してある議事日程により、会議

を進めていきます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、黒沢委員と本江委員を指

名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２２日の１日でよろしいでしょ

うか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたしま

す。 

前回の会議録は、お手元に配付しております。 

お手元の会議録のとおり承認してよろしいで

しょうか。 

（「はい。」と声あり） 

ご異議がありませんので、承認といたします。  

 

                   

○日程第５ 議事案件 

 

■冨田教育長 

それでは、議事案件に移ります。 

議案第１号 県費負担教職員の交通事故・違

反についての議案でありますが、本件は人事案

件でありますので先例により非公開として別

室審議といたしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、非公開として別室

審議といたします。 

 

                   

○日程第６ 報告案件 

 

■冨田教育長 

続いて、報告案件に移ります。報告第２号 

令和２年度三沢市重点事業要望についてを議

題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

 

■教育部長 

報告第２号 令和２年度三沢市重点事業

要望につきましては、５月１７日に開催され

ました三沢市行政経営会議で決定いたしま

した。 

６月になりましたら、市選出県議会議員と

市議会正副議長に対する説明、その後、日を

改めまして、市議会全員説明会を行い、７月

２９日に市長が県庁を訪問して、直接、知事

に要望する予定となっております。 

それでは要望内容につきまして、学校教育

課長から説明させていただきます。 
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■学校教育課長 

 それでは、重点要望事項の「（仮称）県立

イングリッシュ・ラーニングセンターの設置

について」説明させていただきます。 

 まず、これまでの経緯についてです。資料

３枚目の重点事業要望事項の進捗状況調を

ご覧ください。 

 これまでの経緯ですが、平成１３年度から

「県立高等教育機関の設置」について、要望

して参りました。また、平成２４年度からは

「（仮称）青森県総合英語研修センター」を

加え、継続的に要望してきたところですが、

県では「語学能力や国際性を身につけた人材

育成の重要性は認めるものの新たな県立高

等教育機関の設置については極めて厳しい」

との回答でありました。 

そこで、平成２９年度からは青森県におけ

る英語教育拠点施設「総合英語研修センター」

を、平成２９年３月に改訂された学習指導要

領の主旨に沿って、さらに一歩進め、「イン

グリッシュ・ラーニングセンター」として要

望してきたところです。 

これに対して県からは、「宿泊施設や教育

環境の整った県総合学校教育センターを有

効かつ積極的に活用していく方針であるこ

とから，極めて厳しい状況にある」という回

答を得ているところです。 

しかしながら、続いて２枚目の表、現状と

課題の１つ目の〇のところにあるように、国

では、英語の基礎的・基本的な知識・技能と、

それらを活用して主体的に課題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力など「使

える英語の学び」の育成を重視しているとこ

ろであります。 

また、３つ目の〇にあるように、本県英語

教育施策の方向性として、県では、県内小・

中・高英語担当教員の英語力・指導力の向上

に向けた支援員の継続、英語力向上検証プロ

グラムの普及、４技能テストの積極的な実施

の働きかけ等の施策を行う予定となってお

り、県内実践型研修の拠点を目指した「（仮

称）県立イングリッシュ・ラーニングセンタ

ー」の設置が必要であると考えられます。 

また、三沢市では、これまで地域在住のネ

イティブな人材を活用した「英語教育実践プ

ログラム」を作成・実施、成果を上げており、

県内実践型研修の拠点として最適であると

考えられます。 

裏側、１番上の「具体的内容」というとこ

ろをご覧ください。 

重点要望の具体的内容は、①から③のとこ

ろに挙げた３つとなっております。 

① 児童生徒や教員の研修を行うための施

設『（仮称）県立イングリッシュ・ラーニン

グセンター』の設置。 

② 事業展開するための県担当者（指導主

事）を配置。 

③ 三沢市委嘱外国人の「英語指導助手」

や「国際理解教育プログラム推進事業講師」

と県担当者（指導主事）が連携した事業の

推進。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただいまの報告に対しまして、委員の皆様か

らご意見・確認等ございますでしょうか。 

 説明に使いました資料等で確認できると思

いますが、内容は、多少修正・変更を加えなが

ら、長年継続して要望してきています。１年や

２年のお願いでは、限られた予算の中で県内全

ての市町村の項目を賄っていくわけにはいき

ませんので、長年、実現可能な形にして要望し

ていますが、今回もこのような形で、県へ要望

していくということでよろしいでしょうか。 

 

■本江委員 

 要望の②のところの県担当者の人数は、具体

的に人数を要望しているのでしょうか。 
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■学校教育課長 

 具体的な人数は示しておりません。また施設

に関しても県の回答がかなり厳しい状況であ

ることも踏まえまして、建てられればそれにこ

したことはありませんが、現在ある国際交流教

育センター等の施設を利用するということも

含めて検討しているところです。 

 

■冨田教育長 

 ちなみに三沢市全体では、最重点要望事項が

４件、重点要望が１６件、その内の１つが教育

委員会の当要望事項です。 

 その他ございませんでしょうか。 

 それでは、無いようですので、報告第２号 

令和２年度三沢市重点事業要望については終

わりといたします。 

 

                   

○日程第７ その他 

 

■冨田教育長 

 その他に移ります。 

 各課で委員にお知らせする事項等はござい

ますでしょうか。 

 

■教育総務課長 

教育総務課からは例年実施している学校訪

問の日程についてご報告いたします。 

お手元に配付した日程表のとおり６月５日

から７月１７日までの日程で、市内１２校を訪

問し、授業参観と校内施設の視察、そして校長

先生、教頭先生との懇談を行いますのでよろし

くお願いたします。 

 教育総務課は以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 学校訪問の日程等について、委員の皆さんか

ら何かございますか。 

その他各課からございませんか。 

■学務課長 

 学務課からは、２点ございます。 

まず、令和元年度三沢市立小・中学校児童生徒

数についてです。 

 お手元に配付の資料をご覧ください。 

前回の定例会で、口頭でお伝えしましたが、改

めまして、５月１日の児童生徒数についてお伝

えします。 

 小学校については、２，０９６名、そして中

学校については、１，０５６名、合わせて３，

１５２名となっております。昨年度と比較しま

すと、小学校が２４名の減、中学校が６５名の

減、合計で８９名の減となっております。 

 ２点目は、三沢市内小中学校保護者アンケー

トにみる満足度について、経年変化表の資料を

ご覧ください。 

 市内の各小中学校が毎年度末に実施してい

る保護者アンケートを活用し、各学校又は市全

体の教育活動に関する満足度、達成度・取組み

状況などの評価度を把握し、当該年度の三沢市

の教育に対する保護者及び地域住民の評価の

参考資料とするということで、今回集計作業を

行いました。集計方法は、表現の違いがあるも

のの、十分満足、概ね満足、やや不十分、不十

分の４段階の評価項目で実施、その中の十分満

足または概ね満足の数値を「満足」とし、集計

したものになっております。学校により、アン

ケートの項目数や人数集計、％集計等方法に違

いがありますが、満足度人数を集計し、総保護

者数に対する割合を算出し、この数値を出して

おります。全児童生徒数を基に、保護者総数と

みなし集計作業を行いました。 

 数値に関しては、小中学校全体の昨年度の満

足度は、８３．１％、これは、総保護者数の３，

２６３人中の満足度総人数が２，７１０．５人

ということで、この結果全般的には、評価とし

て、保護者の方々からは、市内小中学校に対す

る教育活動のご理解をある程度得られている

と捉えております。 
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項目別にみますと、評価が高いものは、交通

安全、緊急時の連絡体制等、安心・安全な指導

や体制づくり及び学校での子供の様子、取組み

についての、文書・連絡・説明等で、評価が低

いものは、家庭での学習・読書週間づくりや将

来の夢に向かっての生活・取組です。 

また、読書週間づくりについては、小中学校

ともに低く出ています。 

 これらの結果を踏まえまして、毎年度継続、

集計し、現在における各学校の取組み状況を確

認し、推移や傾向を踏まえて、三沢市のまたは

各学校の教育活動の改善に活かし取り組んで

行きたいと思います。 

以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 学務課長からは、２つの報告がありました。

児童生徒数のことと、保護者アンケートのこと

です。保護者アンケートは、年度末に行われて

おり、各学校で名称の違いはありますが、その

アンケートの集計結果を報告しました。 

 他に何か、確認等ありますか。 

 

■相沢委員 

 保護者アンケートですが、アンケートの回収

率は、ほぼ１００％でよろしいでしょうか。 

 

■学務課長 

 具体的な数値は、捉えていませんが、各学校

では十分参考にしているので、ほぼ回収できて

いると把握しております。 

 

■相沢委員 

 もう、１点ですが、それぞれの学校で独自の

項目でアンケートが実施されているというこ

とですが、今回このアンケート集計をして、市

全体としてどの様な傾向にあるかをみるとい

うことですので、項目を統一した方が良かった

ということはなかったでしょうか。 

 

■学務課長 

 今回は、各学校で行っている保護者アンケー

トを様々な取組の中で、活用できないかという

ことで行いましたが、経年変化をみていくもの

ですので、今までのアンケート項目を変えると

いうのは、難しいと思います。ただ、項目の整

理や表現方法などは、改善をしていく余地があ

るかもしれませんので、ご意見を踏まえて検討

できるところは、検討していきたいと思います。 

 

■冨田教育長 

 若干補足しますと、先に学校では規則を基に、

保護者や地域の方から、教育活動について評価

を受けて、１１年か１２年になります。実施の

ときは、県教委からもマニュアル的なものがき

ますが、それを各学校で参考にし、負担になら

ないような実施方法で、多い学校で３０項目位、

少ないところで、１０項目位で、それぞれの学

校が知りたいことや聞きたいことなどポイン

トを絞ってやっています。それを教育委員会が

活用できないかということで、はじめたため、

学校に項目を揃えるとか、加えるとかを求める

のは、時代の流れではいい方法ではないので、

大まかな流れで、共通理解をしていくというこ

とで、校長会にも話しています。市連Ｐにも数

字を報告させてもらっています。 

その他各課からございませんか。 

 

■学校教育課長 

 みさわわくわくサマーゼミナールについ

て説明させていただきます。 

 資料の１枚目は児童及び保護者に配付し

たチラシです。 

 ２枚目の実施計画をご覧ください。 

 まず、「１ 事業の趣旨」についてですが、

夏休みになると、子供たちは自由研究や、自

分たちの興味あることについて、様々な調べ
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学習を行うわけですが、家庭の状況によって

は、保護者が子供に対して、なかなかアドバ

イスしてあげられないという家庭もあると

いうことで、三沢市教育委員会や航空科学館、

図書館などの機関が協力してゼミナールを

開催し、サポートするという事業でございま

す。日程は、裏にある表のとおりとなってお

り、１回目のゼミナールは６月２２日で、今

年度、新たに行うことになった事業です。 

 また、併せてお手元には、三沢市小学校陸

上競技大会の案内文書を配付させていただ

きました。三沢市内全小学校が参加する大会

ですので、可能な限りご出席いただいて、応

援等をしていただきたいと思います。 

 開催日時は６月１９日（水）９時１０分か

ら開始、競技終了予定は、１４時頃を予定し

ています。 

 以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

 学校教育課からは、みさわわくわくサマーゼ

ミナールと市の陸上競技大会開催のお知らせ

でした。 

 今の報告で、確認等ございますか。 

みさわわくわくサマーゼミナールは、一部の学

校でやっているところもありますが、規模を拡

大し、市全体で進めて行く事業です。 

 その他各課でございませんでしょうか。 

 無いようですので、その他については、終わ

ります。 

 

                  

○日程第８ 閉会 

 

■冨田教育長 

 最後に、各委員の方から何かありますでしょ

うか。 

 

■立花委員 

 先週は、中学校が運動会、今週末は、小学校

の運動会があるようですが、天気予報をみます

と、今日から気温が上がるようですので、熱中

症には十分注意・配慮するよう連絡していただ

きたいと思います。当然学校の方でも十分気を

付けて水分補給などしていると思いますが、急

に気温が上昇すると、体調を崩す子供もあると

思いますので注意をよろしくお願いします。 

 

■相沢委員 

 みさわわくわくサマーゼミナールについて

は、また、新しい企画があり良いと思っていま

す。保護者アンケートについては、将来に向か

っての目標・希望の意識がちょっと物足りない

アンケート結果だったと思いました。 

 それぞれ、家庭の環境や状況が違うと思いま

すし、子供たちが色々なものに出会えるチャン

スがあるということが、将来の自分のやりたい

ことを見つけるのに良いきっかけになると思

いますので、このような新しい企画は、嬉しく

思いました。これからも現状に満足することな

く、更に良いものを考えていただきたいと思い

ます。 

 

■黒沢委員 

 新年度がはじまり、まもなく２カ月が経とう

としています。幼稚園・保育園から卒園する時

に、入学する小学校へ要録を提出しています。

平成３０年度に幼稚園教育要領や保育所保育

指針、認定こども園の教育保育要領が改定とな

り、その様式が３施設ほぼ同じような様式にな

りました。そして学校の教育指導要領の改訂に

も伴って、幼稚園・保育所から大学まで３本の

柱で繋がるようになり、そこに向かって伸びて

いる姿を現すような様式になりました。 

 それを受けて、小学校側での効果として、子

供の姿をより感じやすかったかというところ

はいかがだったでしょうか。 
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■教育総務課長 

 具体的には、今までその感想を聞く機会があ

りませんでしたが、今学校に計画訪問をしてい

ますので、その時に話題にして、有効に活用す

るよう呼びかけていきたいと思います。 

 

■冨田教育長 

 併せて私共の学校訪問の時にもお願いしま

す。 

 形が整い、それが浸透して、その成果といっ

たところまでは、多少時間がかかるかと思いま

すが、非常に整理され、シンプルになり、メリ

ハリがついたようになったと伺っています。 

できるだけ効果的に活用していきたいと思い

ます。 

 

■本江委員 

 私も土曜日、日曜日に市内の２つの中学校の

運動会を拝見させていただきました。子供たち

が全速でゴールに向かってテープを切るとい

う、なかなか感動するものがありました。 

どうしても順位が決まっているので、だらだら

となりがちですが、最期まで走るという姿勢は、

普段からの先生方の指導であると思いました。 

 生徒の人数が減っているので、出番が多く、

そのために色々なことが心配されます。 

他町の運動会もちょっと拝見しましたが、救急

車を要請するということがあり、その時に感心

したのが、一番先に倒れた子供の傍に走ったの

が校長先生で、校長先生の判断で救急車を要請

したということです。たまたま隣には教育長が

座っていましたが、その校長先生の素早い判断

で、素晴らしい対応ができたと思いました。 

 市内中学校の運動会は、子ども達の頑張りと、

先生方の動きが素晴らしいと思いました。 

 

■冨田教育長 

 その他、ございますでしょうか。 

無いようですので、暫時休憩といたしまして、

人事案件の為、別室、教育長室へ移動をお願い

いたします。 

 

 ６月定例会の日程についてですが、６月２４

日 月曜日 午前１０時に開催したいと考え

ておりますが、いかがでしょうか。 

 （「異議なし。」と声あり） 

 

 それでは、６月定例会は、６月２４日 月曜

日 午前１０時といたします。 

 

                   

 

暫時休憩  １０：３６ 

 

再  開  １０：４０ 

 

教育長室において、議案第１号 県費負担教

職員の交通事故・違反について審議し、原案の

とおり承認された。 

 

                   

 

閉会  １０時４５分 

 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  黒 沢 のぞみ 

 

 教育委員  本 江   宏 

 

 書  記  今 村 多美代 

 

 

 

 

 


